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学力向上に向けて ～学校と家庭で行う役割～

子どもの「学力向上」は、保護者の方や教員の誰もが願うことだと思います。

学校は子どもたちの学力向上に向け、全教職員が一丸となって取組んでいま

す。子どもの体験活動を重視しながら学習意欲を伸ばし、勉強に対する自信や

やる気を育てる方法を今年度も研究しているところです。このように学力向上

には、学校の果たす役割が大きいことも事実ですが、それ以外にも多くの配慮

すべき事柄があるようです。

以前、文科省の全国学力･学習状況調査で常にトップクラスの成績を維持し

ている秋田県と福井県の分析結果を読んだことがあります。なぜ、常にトップ

クラスなのか？その要因とは、次の６点だそうです。

１）教員の授業力向上に対する取組み

２）外部の組織･団体の積極的な働きかけと研究活動

３）教員全体の共通理解に基づく熱心な学習指導

４）児童･生徒の素直さと真面目さ

５）家庭の安定と家庭の教育力

６）勤勉で連帯感のある地域や風土

これらの要因を見ると、学校に関するものと子どもや家庭･地域に関するも

のが半数であることがわかります。教員が授業研究に取組み、子どもにとって

楽しい授業ができる力を身につけることはもちろん大切なのですが、ある大学

の研究者の論文では、第一にあげられたのが「家庭学習の指導の充実」、第二

に「実践的な教員研修」が学力向上の要因でした。

また、①朝食時の生活習慣、②勉強や成績に関する温かな会話、③児童･生

徒の学習習慣と学校規則への対応など、ご家庭でもご協力いただけることが学

力向上の大きな要因となっていることも別の研究者から報告されています。

昔から言い尽くされていることですが、やはり、学校と家庭･地域社会がそ

れぞれの立場で誠実にやり遂げることが学力向上の基本ではないでしょうか。
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